
地域再生計画の新旧対照表 
 

変更前 変更後 
４．地域再生計画の目標 
 洲本市は、瀬戸内海最大の島である淡路島

のほぼ中央部に位置し、二級河川洲本川沿い

に発達した街である。市の東部は大阪湾に面

し、神戸、大阪までの海上直線距離は約５０

～７０km と至近であり、明石海峡大橋の開

通により、阪神大都市圏からは約１～２時

間、関西国際空港へは、高速船で海上４８分

と恵まれた交通環境にある。 
 
（目標１） 
・汚水処理施設整備の促進 
洲本地区：汚水処理人口普及率を平成１６年

度４６．６％から６６．９％に向上 
五色地区：汚水処理人口普及率を平成１６年

度７５．３％から８４．９％に向上 
 
（目標２） 
・洲本川のＢＯＤ値を改善 
（ＢＯＤ値を平成１６年度２．４mg／ℓから

２．０ mg／ℓ以下に改善） 
 
（目標３） 
・リサイクル資源回収の拡大 
回収拠点を平成１６年度１３箇所から１５

０箇所に拡大 
資源回収率を平成１６年度１０．７％から２

１．２％に向上 
 
 
５．目標を達成するために行う事業 
 
５－２ 法第四章の特別の措置を適用して 

４．地域再生計画の目標 
 洲本市は、瀬戸内海最大の島である淡路島

のほぼ中央部に位置し、二級河川洲本川沿い

に発達した街である。市の東部は大阪湾に面

し、神戸、大阪までの海上直線距離は約５０

～７０km と至近であり、明石海峡大橋の開

通により、阪神大都市圏からは約１～２時間

と（削除）恵まれた交通環境にある。 
 
 
（目標１） 
・汚水処理施設整備の促進 
洲本地区：汚水処理人口普及率を平成１６年

度５３．０％から６９．０％に向上 
（削除） 
 
 
（削除） 
 
 
 
 
（目標２） 
・リサイクル資源回収の拡大 
回収拠点を平成１６年度６７箇所から２０

０箇所に拡大 
リサイクル率を平成１６年度１０．７％から

２１．２％に向上 
 
 
５．目標を達成するために行う事業 
 
５－２ 法第五章の特別の措置を適用して



行う事業 
 
（１）汚水処理施設整備交付金を活用する事

業 
対象となる事業は、以下のとおり事業開始に

係る手続き等を了している。 
なお、整備箇所等については、別添の整備箇

所を示した図面による 
・公共下水道（洲本処理区）平成１７年３月

２５日、変更認可 
（都志処理区）平成１７年１２月、認可予定

 
 
［事業区域］ 
・公共下水道 
洲本市：洲本処理区、都志処理区 
・浄化槽（個人設置型） 
洲本市の全域（公共下水道認可区域を除く）

 
 
［整備量］ 
・公共下水道 
（洲本処理区） 
①汚水幹線（平成１８年度～２１年度）φ１

５０～１，３５０㎜、Ｌ＝５０，１７０ｍ 
※汚水幹線５線を含む（洲本、宇原第１、

宇原第２、加茂、塩屋） 
②処理場 
・最初沈殿池機械電気（１・２池） ・処理

施設（３・４池） 
・電気設備（３池） ・塩素接触水路（２池

目φ１，０００㎜×３９０ｍ） 
（都志処理区） 
①汚水幹線（平成１８年度）φ１５０㎜、Ｌ

＝２００ｍ 
 
・合併処理浄化槽（個人設置型） 
５人槽 ７４６基（平成１７年度～２０年度

行う事業 
  
（１）汚水処理施設整備交付金を活用する事

業 
対象となる事業は、以下のとおり事業計画の

変更認可申請を行っている。 
なお、整備箇所等については、別添の整備箇

所を示した図面による 
・公共下水道（洲本処理区）平成２０年３月、

変更認可予定 
（削除） 
 
 
［事業区域］ 
・公共下水道 
洲本市：洲本処理区 
・浄化槽（個人設置型） 
洲本市の全域（公共下水道認可区域を除く）

 
 
［整備量］ 
・公共下水道 
（洲本処理区） 
①汚水幹線（平成１８年度～２１年度）φ１

５０～６００㎜、Ｌ＝３，８００ｍ 
※汚水幹線２線を含む（宇原第２、加茂）

 
（削除） 
 
 
 
 
 
（削除） 
 
 
・合併処理浄化槽（個人設置型）８０７基 
 



各１５０基、平成２１年度１４６基） 
７人槽 ４２７基（平成１７年度～２０年度

各 ８５基、平成２１年度 ８７基） 
１０人槽 ５６基（平成１７～２０年度各

１２基、平成２１年度  ８基） 
１１人槽以上１３基（平成１７年度～２０年

度各 ３基、平成２１年度  １基） 
 
［事業費］ 
公共下水道事業費３，０２９，４００千円（う

ち、交付金１，５６６，３１０千円） 
※国庫補助５５％に相当する処理場整備事

業費１，０３２，２００千円を含む 
 
浄化槽事業費        ４８１，３９８千円

（うち、交付金    １６０，４６６千円） 
 
なお、各施設による新規の処理人口は下記の

通り。 
公共下水道  

 洲本市：洲本処理区で６，０００人

都志処理区で５０人 
浄化槽  洲本地区で１，５６８人  

五色地区で１，１５０人 
 
５－３ その他の事業 
①資源回収の拡大（平成１８年度～１９年

度） 
資源ゴミの回収拠点としてリサイクルプラ

ザ、ストックヤードを整備するとともに、分

別区分を細分化、自治会単位で分別推進員を

選任し資源ゴミの回収体制を整える。合わせ

て、市内１３箇所の資源回収拠点を１５０箇

所程度まで拡大する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
［事業費］ 
公共下水道事業費６２０，０００千円（うち、

交付金３１０，０００千円） 
（削除） 
 
 
浄化槽事業費        ２９８，２７７千円

（うち、交付金    ９９，４２５千円） 
 
なお、各施設による新規の処理人口は下記の

通り。 
公共下水道   

洲本処理区で５４０人 
（削除） 

浄化槽  １，５８６人  
（削除） 

 
５－３ その他の事業 
①資源回収の拡大（平成１８年度～２１年

度） 
資源ゴミの回収拠点としてリサイクルプラ

ザ、ストックヤードを整備するとともに、分

別区分を細分化、自治会単位で分別推進員を

選任し資源ゴミの回収体制を整える。合わせ

て、市内６７箇所の資源回収拠点を２００箇

所程度まで拡大する。 
 



 


